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【
校
長
講
話
】

２
月
９
日
（
木
）

４
年
生
最
後
の
授
業
は

恒
例
の
校
長
講
話
で
す
。

「
人
生
」
は
選
択
の
連
続

で
あ
る
。
「
選
択
し
た
道
」

を
責
任
を
持
っ
て
進
む
こ

と
。
卒
業
前
に
大
事
な
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
予
餞
会
】
２
月

日
（
金
）
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生
徒
全
員
で
４
年
生
を
送
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
大
会
後
、

各
学
年
の
発
表
を
楽
し
み
ま
し
た
。
長

岡
先
生
、
高
橋
先
生
、
川
野
辺
先
生
も

駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、
４
年
生
に
と

っ
て
は
懐
か
し
く
、
と
て
も
和
や
か
な

会
と
な
り
ま
し
た
。

【
卒
業
証
書
授
与
式
】
３
月
１
日
（
水
）

暖
か
く
穏
や
か
な
日
に
、
前
山
同
窓
会
長
ご
臨
席
の
も
と
、
卒

業
式
が
全
定
合
同
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
立
派
な
ス
ー
ツ
姿
の
卒

業
生
７
名
は
、
緊
張
の
中
に
も
凜
々
し
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

卒
業
生
代
表
と
し
て
篠
原
弥
希
さ
ん
が
卒
業
証
書
を
授
与
さ
れ
、

小
西
佑
大
君
が
答
辞
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。
卒
業
生
に
と
っ
て
こ

の
４
年
間
は
長
く
辛
い
、
し
か
し
楽
し
い
も
の
だ
っ
た
は
ず
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
思
い
を
胸
に
新
し
い
旅
が
始
ま
り
ま
す
。
定
時
制
の

経
験
を
糧
に
今
後
の
人
生
を
切
り
開
き
、
一
人
ひ
と
り
が
活
躍
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

【
定
時
制
卒
業
式
】
３
月
１
日
（
水
）

卒
業
証
書
授
与
式
の
後
、
定
時
制
卒
業
式
を
行
い
ま
し
た
。
校

長
先
生
か
ら
一
人

ひ
と
り
に
卒
業
証

書
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
保
護
者
代

表
よ
り
担
任
・
副

担
任
に
感
謝
を
込

め
て
花
束
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

蜂須先生からの贈り物

田口先生 泉先生

【
こ
こ
ろ
の
教
育
事
業
】
１
月

日
（
金
）
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本
校
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
須
永
華
織
先
生
を
講
師
に
迎

え
、
「
気
持
ち
の
良
い
伝
え
方
を
学
ぼ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
校

生
徒
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
中
心
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
れ
る
よ
う
工
夫
さ

れ
て
い
て
、
楽
し
く

活
動
で
き
ま
し
た
。

マ
ス
ク
着
用
の
生
活

だ
か
ら
こ
そ
、
丁
寧

な
伝
え
方
を
心
掛
け

た
い
で
す
ね
。

講師・須永華織先生

グループワーク

【
生
徒
会
新
任
式
】
１
月

日
（
月
）

23

新
た
に
１
年
生
２
名
、
３
年
生
１
名

が
役
員
に
加
わ
り
、
会
長
に
３
年
生
の

吉
永
瑛
敬
君
、
副
会
長
に

井
彪
冴
君

が
就
任
し
ま
し
た
。
二
人
を
中
心
に
総

勢
９
名
の
役
員
で
新
生
徒
会
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
小
西
前
会
長
、
藤
野
前

副
会
長
、
１
年
間
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

【新生徒会役員】
記
念
撮
影

校
長
先
生
の
講
話

４年生の挨拶 １年生ハンドベル演奏

４年生の挨拶 ３年生ピン倒しゲーム

ピン倒しゲーム

２年生人形劇

呼名(田口先生)

卒業生

答辞(小西佑大くん)

卒業証書授与

厳粛な式場

証書授与(篠原弥希さん)
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ろ
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式


